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食の安全に関するこの数年間の消費者の不安の推移

＊＊＊＊2007200720072007年は食品の偽装表示事件のオンパレード年は食品の偽装表示事件のオンパレード年は食品の偽装表示事件のオンパレード年は食品の偽装表示事件のオンパレード

2007200720072007年年年年1111月月月月 不二家の期限切れ牛乳使用の問題が発覚不二家の期限切れ牛乳使用の問題が発覚不二家の期限切れ牛乳使用の問題が発覚不二家の期限切れ牛乳使用の問題が発覚

2007200720072007年年年年6666月月月月 ミートホープの牛ミンチ偽装問題事件ミートホープの牛ミンチ偽装問題事件ミートホープの牛ミンチ偽装問題事件ミートホープの牛ミンチ偽装問題事件

2007200720072007年年年年8/108/108/108/10月月月月 「白い恋人」「赤福」賞味期限偽装問題「白い恋人」「赤福」賞味期限偽装問題「白い恋人」「赤福」賞味期限偽装問題「白い恋人」「赤福」賞味期限偽装問題

＊＊＊＊2008200820082008年は食の安全を大きく揺るがす事件が勃発年は食の安全を大きく揺るがす事件が勃発年は食の安全を大きく揺るがす事件が勃発年は食の安全を大きく揺るがす事件が勃発

2008200820082008年年年年1111月月月月 輸入冷凍餃子の中毒事件輸入冷凍餃子の中毒事件輸入冷凍餃子の中毒事件輸入冷凍餃子の中毒事件

2008200820082008年年年年9999月月月月 事故米の流通問題・中国乳原料メラミン混入事故米の流通問題・中国乳原料メラミン混入事故米の流通問題・中国乳原料メラミン混入事故米の流通問題・中国乳原料メラミン混入

＊＊＊＊2009200920092009年年年年9999月に消費者庁・消費者委員会発足月に消費者庁・消費者委員会発足月に消費者庁・消費者委員会発足月に消費者庁・消費者委員会発足

2009200920092009年年年年10101010月月月月 花王「エコナ」トクホの取り下げ花王「エコナ」トクホの取り下げ花王「エコナ」トクホの取り下げ花王「エコナ」トクホの取り下げ

＊＊＊＊2011201120112011年放射性物質の消費者不安とユッケ問題年放射性物質の消費者不安とユッケ問題年放射性物質の消費者不安とユッケ問題年放射性物質の消費者不安とユッケ問題

2011201120112011年年年年3333月月月月 福島第一原発事故後、食品の放射能汚染の不安高まる福島第一原発事故後、食品の放射能汚染の不安高まる福島第一原発事故後、食品の放射能汚染の不安高まる福島第一原発事故後、食品の放射能汚染の不安高まる

2011201120112011年年年年5555月月月月 ユッケ問題を受けて生食の規格基準の検討開始ユッケ問題を受けて生食の規格基準の検討開始ユッケ問題を受けて生食の規格基準の検討開始ユッケ問題を受けて生食の規格基準の検討開始

2011201120112011年年年年7777月月月月 食品安全委員会食品安全委員会食品安全委員会食品安全委員会 放射性物質のリスク評価書まとまる放射性物質のリスク評価書まとまる放射性物質のリスク評価書まとまる放射性物質のリスク評価書まとまる

偽装表示多発偽装表示多発偽装表示多発偽装表示多発

食品テロ、犯罪食品テロ、犯罪食品テロ、犯罪食品テロ、犯罪

消費者庁と消費者消費者庁と消費者消費者庁と消費者消費者庁と消費者

委員会が発足委員会が発足委員会が発足委員会が発足



偽装表示例偽装表示例偽装表示例偽装表示例 関連する法律関連する法律関連する法律関連する法律 健康影響健康影響健康影響健康影響

国産ワカメ表示が中国産 JAS法 なし

不二家の使用期限切れ牛乳

の使用

食品衛生法 なし

赤福の賞味期限改ざん JAS法 なし

シャンピニオンエキスの優良

誤認表示

景表法 なし

アレルギー表示の欠落

（偽装ではなく誤記載）

食品衛生法 あり

（特定の消費者）

消費期限表示の欠落

（偽装ではなく誤記載）

食品衛生法 あり

＊消費者は食品安全の問題と、偽装表示問題や企業の不祥事が、ごちゃごちゃになって＊消費者は食品安全の問題と、偽装表示問題や企業の不祥事が、ごちゃごちゃになって＊消費者は食品安全の問題と、偽装表示問題や企業の不祥事が、ごちゃごちゃになって＊消費者は食品安全の問題と、偽装表示問題や企業の不祥事が、ごちゃごちゃになって

不信感が増大した不信感が増大した不信感が増大した不信感が増大した

＊食品表示の法律は、担当官庁が複数にわたり、法令も複雑すぎる！＊食品表示の法律は、担当官庁が複数にわたり、法令も複雑すぎる！＊食品表示の法律は、担当官庁が複数にわたり、法令も複雑すぎる！＊食品表示の法律は、担当官庁が複数にわたり、法令も複雑すぎる！

新しい消費者行政が求められ、消費者庁・消費者委員会が誕生、食品表示新しい消費者行政が求められ、消費者庁・消費者委員会が誕生、食品表示新しい消費者行政が求められ、消費者庁・消費者委員会が誕生、食品表示新しい消費者行政が求められ、消費者庁・消費者委員会が誕生、食品表示

が一元化されて、消費者庁の管轄となったが一元化されて、消費者庁の管轄となったが一元化されて、消費者庁の管轄となったが一元化されて、消費者庁の管轄となった

2007年移行の偽装表示増加で

食品表示が抱える課題も明らかに



消費者庁・消費者委員会発足後の食品表示行政

厚生労働省

農林水産省

企画立案

執行

消費者庁

執行

消費者委員会

要請要請要請要請

協議協議協議協議

企画立案

答申答申答申答申

諮問諮問諮問諮問
要請・諮問要請・諮問要請・諮問要請・諮問

表示の策定

にあたり意

見を述べる

食品表示部会

健康食品の表示に関する検討会

新開発食品調査部会

新開発食品評価第一・

第二評価会

食品衛生法、JAS法、

健康増進法は、全て

消費者庁に移管され

た

栄養成分表示検討会

トランス脂肪酸に関するガイドライン

原料原産地に関する意見交換会

期限表示に関する意見交換会

原料原産地表示拡大の進

め方に関する調査会



消費者庁資料より



消費者庁・消費者委員会の発足以降を振り返る

（食品関連のみ抜粋）

2009200920092009年年年年9999月月月月1111日日日日 消費者庁消費者庁消費者庁消費者庁・・・・消費者委員会が発足消費者委員会が発足消費者委員会が発足消費者委員会が発足

9999月月月月29292929日日日日 「「「「食品食品食品食品SOSSOSSOSSOS対応プロジェクト－エコナを例にして－対応プロジェクト－エコナを例にして－対応プロジェクト－エコナを例にして－対応プロジェクト－エコナを例にして－」」」」発足発足発足発足

10101010月月月月 第第第第2222回消費者委員会開催回消費者委員会開催回消費者委員会開催回消費者委員会開催「「「「エコナはトクホ一時停止エコナはトクホ一時停止エコナはトクホ一時停止エコナはトクホ一時停止」」」」

11111111月月月月 第第第第1111回健康食品の表示に関する検討会回健康食品の表示に関する検討会回健康食品の表示に関する検討会回健康食品の表示に関する検討会（（（（7777月まで月まで月まで月まで12121212回回回回））））

12121212月月月月 消費者委員会新開発食品調査部会スタート消費者委員会新開発食品調査部会スタート消費者委員会新開発食品調査部会スタート消費者委員会新開発食品調査部会スタート

2010201020102010年年年年3333月月月月 トランス脂肪酸の表示に向けた今後の取組についてトランス脂肪酸の表示に向けた今後の取組についてトランス脂肪酸の表示に向けた今後の取組についてトランス脂肪酸の表示に向けた今後の取組について

3333月月月月 消費者委員会第消費者委員会第消費者委員会第消費者委員会第1111回食品表示部会回食品表示部会回食品表示部会回食品表示部会

3333月月月月 「「「「加工食品の原料原産地表示の拡大加工食品の原料原産地表示の拡大加工食品の原料原産地表示の拡大加工食品の原料原産地表示の拡大」」」」意見交換会意見交換会意見交換会意見交換会

4444月月月月 食品表示に関する一元的な法体系のあり方ワーキングチーム食品表示に関する一元的な法体系のあり方ワーキングチーム食品表示に関する一元的な法体系のあり方ワーキングチーム食品表示に関する一元的な法体系のあり方ワーキングチーム

7777月月月月 消費者委員会消費者委員会消費者委員会消費者委員会こんにゃく入りゼリーによる窒息事故の対応及び食品こんにゃく入りゼリーによる窒息事故の対応及び食品こんにゃく入りゼリーによる窒息事故の対応及び食品こんにゃく入りゼリーによる窒息事故の対応及び食品

の形状の形状の形状の形状・・・・物性面での安全性についての法整備に関する提言を発表物性面での安全性についての法整備に関する提言を発表物性面での安全性についての法整備に関する提言を発表物性面での安全性についての法整備に関する提言を発表

9999月月月月 食品の期限表示に関する意見交換会開催食品の期限表示に関する意見交換会開催食品の期限表示に関する意見交換会開催食品の期限表示に関する意見交換会開催

10101010月月月月 トランス脂肪酸の情報開示に関する指針トランス脂肪酸の情報開示に関する指針トランス脂肪酸の情報開示に関する指針トランス脂肪酸の情報開示に関する指針（（（（案案案案））））

12121212月月月月 消費者庁第１回栄養成分表示検討会消費者庁第１回栄養成分表示検討会消費者庁第１回栄養成分表示検討会消費者庁第１回栄養成分表示検討会（（（（2011201120112011年年年年7777月まで月まで月まで月まで））））

2011201120112011年年年年1111月月月月 消費者委員会消費者委員会消費者委員会消費者委員会 原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会

3333月月月月 黒糖および黒糖加工品黒糖および黒糖加工品黒糖および黒糖加工品黒糖および黒糖加工品、、、、こんこんこんこんぶぶぶぶ巻の巻の巻の巻の2222項目を原料原産地表示義務化項目を原料原産地表示義務化項目を原料原産地表示義務化項目を原料原産地表示義務化

7777月月月月 原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会（（（（6666回回回回））））終了終了終了終了

7777月月月月 栄養成分表示検討会栄養成分表示検討会栄養成分表示検討会栄養成分表示検討会（（（（8888回回回回））））終了終了終了終了

赤字は消費者委員会



消費者庁・消費者委員会が抱える課題

• 新組織ゆえに時間がかかる（健康食品表示の検討、
原料原産地の拡大、国民生活センター問題など）

• 新組織ゆえに枠組みが不明瞭（食品表示部会の「議
論がまとまらず部会長に一任」、原料原産地表示拡

大の議論の混乱）

• 垣間見られる政治主導（トランス脂肪酸、エコナ問題、
生食肉の表示問題）

• 根拠となる消費者視点が偏っていないか（特定の消
費者団体の意見が反映される傾向）

消費者団体からみても、根拠となる消費者視点がわかりづらい



8

平成22年度発表の消費者基本計画

＜平成22年9月「消費者基本計画」における「工程の明確化」（消費者庁関連施策）より抜粋＞

具体的施策 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

食品表示に関する一元的な

法律の制定など法体系の

在り方については、ＪＡＳ法、

食衛法、健康増進法等の食

品表示の関係法令を統一

的に解釈・運用を行うととも

に、現行制度の運用改善を

行いつつ問題点等を把握し、

検討します。

遺伝子組換え食品の表示

義務の拡大や食品添加物

の表示の在り方について、

国際的な対応状況等を踏ま

え、諸外国とも情報交換し、

十分な研究を行い、検討し

ます。

確実

な

執行

①統一的な解釈・運用の

推進

②現行制度の課題把握

③効果的な執行体制のあ

り方

④一元的な法体系の在り

方

を議論

一元的な

法体系の

の制定

諸外国の制

度や我が国

の流通実態

等を調査

必要に応じて.

一元的な法律

に盛り込む

表示の

在り方

を検討



消費者行政の進展に伴い

食品表示・関連行政はこれからどうなる？

• 食品表示の一元化が本格的に検討される

• 栄養成分表示検討会の報告書を受けて、義務化
に向けて具体的な作業が開始

• 原料原産地表示はこれ以上拡大できるのか？
• 遺伝子組み換え食品の表示はどうなるのか？
• 健康食品に関する表示の行方は？
• 食品添加物の表示の見直しが行われるか？

消費者行政が進展して議論は活発になったが混沌としてきた



加工食品の原料原産地表示の拡大について

• 平成23年3月31日、原料原産地表示の拡大品目とし

て、黒糖および黒糖加工品、こんぶ巻が加わった。

• 上記2項目の議論の中で、本当に消費者が要望して

いるのか疑問視する声が消費者団体からあげられた。

• 「原料原産地表示の拡大をより進めるためには、義務
対象品目を選定する際の基本的な考え方や対象品

目の候補の選定方法等について改めて議論する必要

があるのではないか」とする指摘が出され、調査会が

設置されて議論が開始された。

• 平成23年1月から原料原産地表示拡大に関する進め

方に関する調査会報告書がまとまる



消費者庁資料より



原料原産地表示拡大に関する進め方に関する調査会

報告書（案）について

１．原料原産地表示に対する基本的な考え方の整理

２．原料原産地表示の目的と進め方

（１）目的

（２）進め方

①商品選択のための情報提供方法

②わかりやすい表示の重要性

③国際規格との関連性

④表示の実行可能性の確保

３．加工食品の原料原産地表示の義務対象品目の選定要件の考え方につ

いて

４．新たな表示方法の実効性について

５．原料原産地表示義務対象品目の選定方法について

６．食品表示に関する一元的な法律の制定に向けた取組の中で、さらに議

論を深めるべき課題



原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会の問題点

• 原料原産地表示拡大は消費者庁・消費者委員会が設置される以前から

「食品の表示に関する共同会議」で検討されており、平成21年8月に取りま

とめた報告書が前提にある。そこでは、選定要件が二つ定められており、

①原産地に由来する原料の品質の差異が加工食品としての品質に大きく

反映されると一般に認識される品目、②製品の原材料のうち、単一の農畜

水産物の重量の割合が50%以上を満たすものとされている。

• 現在までに、原料原産地表示義務化品目は拡大をしてきており、22品食品

群になっている。２要件を満たして、かつ実行可能性のある品目は、残って

いない。

• 現在、国産、輸入の原料の品質の差異は無くなってきており、現行の仕組

みの下で品目改題を図ることは限界がある、表示拡大を進めるには２要件

にこだわるべきではない、加工食品の原料原産地表示は義務化を原則に

すべきとする意見が出てきた。（消費者の知る権利を主張）

• 一方、義務化については実行可能性が低く、慎重に議論すべきという声も

あった。

⇒議論はまとまらず、報告書は各委員の意見が並列で盛り込まれている。

⇒報告書は、一元的な法体系のあり方の議論の一環として、今後も検討され

る必要がある、としている



原料原産地表示拡大の進め方に関する調査会報告書

「一元的な法律の制定に向けた取組の中で議論を深めるべき課題」

• 一元的な法体系のあり方の議論の一環として原料原産地
表示についても検討される必要がある

• 「消費者の商品選択に資する」という趣旨を明確にすべき
• 食品のトレーサビリティ制度の検討とも連携すべき
• 優良誤認についての考え方を整理すべき
• 健康食品も含め議論すべき
• 栄養成分表示、遺伝子組み換え食品表示についても、必
要に応じて議論されるべき

• 食品表示が何のためにあるのかといった根本的な意義に
ついて、消費者・事業者等の意見を聞きつつ、現行法にと

らわれない幅広い議論が行われることを期待する
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食品添加物の表示は見直されるか？

食品添加物に関する消費者の意識

• 「食品添加物は危ない→手作りが良い」という情報が広がり、有用性はほとんど

伝えられていない。→食品添加物の安全性について学ぶ機会がほとんどない（危

ない情報のほうが人気がある）

• 食品添加物は危ないという認識はあるものの、食品添加物の表示はよくわから

ない消費者が多い。特に物質名になるとわからず、ソルビン酸とソルビットが混同

されたりする。

• 消費者の「食品添加物無添加」ニーズが、無添加表示を増やすというスパイラル

に陥っている。無添加表示の問題点の指摘は少ないので、拡大する一方。

• 一部の消費者は、食品添加物をよくチェックして、できるだけ少ない物を選んだり、

無添加のものを選ぶ。しかし、現行の表示制度では一括表示などで省略されて

いるものもあり十分に情報公開されていないと感じている。不信感を持っている。

• 食品添加物表示の見方がわかりづらい（どこからが添加物かわからない）、意味

が分からない、見づらいため、多くの消費者は逆に関心が薄くなってきている。



食品添加物の現在の表記についてどんなニーズがあるか？

• 物質名表記

簡略名ならまだわかるが、長い物質名は何のために使われているものな

のかわからない、EUのように番号制を望む声は、ごく一部でしかない

• 用途名表記

一部に限定されているので、用途名表記の拡大を望む声が根強い

• 一括名表示

用途名表記ほどニーズは高くないが、たくさん使っている食品添加物を一

つにまとめて書くのは、隠されているという不信感が強い。ただ、一括名表

示の中身について、実際に問い合わせをする人はほんの一部。

• 少しでも多く情報を知りたいと情報公開を求める一方で、たくさん表示が

あると小さくて読む気がしないという矛盾した意見がある。実際の表示は

限定して、残りを問い合わせ対応やウェブサイトの対応でもよいという

ニーズも高く、現実的な声もあげられている。
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例１ ソーセージ

①全て

物質名

重量順

豚肉、豚脂、還元水あめ、食塩、pH調整剤（乳酸ナトリウム）、製造用剤（ポ

リリン酸ナトリウム、ピロリン酸二水素二ナトリウム、ピロリン酸四ナトリウム、

メタリン酸ナトリウム）、保存料（ソルビン酸）、香辛料、調味料（クエン酸ナト

リウム、酢酸ナトリウム、グルタミン酸ナトリウム、塩化カリウム、DL-リンゴ

酸ナトリウム）、発色剤（亜硝酸ナトリウム）、酸化防止剤（L-アスコルビン

酸ナトリウム）

②現行

どおり

豚肉、豚脂、還元水あめ、食塩、香辛料、pH調整剤、リン酸塩（Na)、保存

料（ソルビン酸）、調味料（有機酸等）、発色剤（亜硝酸Na）、酸化防止剤

（V.C）

③用途名

拡大

豚肉、豚脂、還元水あめ、食塩、結着剤（リン酸塩（Na)）、保存料（乳酸Na、

ソルビン酸、酢酸Na）、香辛料、調味料（クエン酸Na、グルタミン酸Na、塩化

K、リンゴ酸Na）、発色剤（亜硝酸Na）、酸化防止剤（V.C）

④一括表

示の情

報公開

（）内

１つ

豚肉、豚脂、還元水あめ、食塩、結着剤（リン酸塩（Na)）、保存料（乳酸Na

等）、香辛料、調味料（クエン酸Na等）、発色剤（亜硝酸Na）、酸化防止剤

（V.C）

見づらい食品表示は消費者のためか？消費者にはわかりやすい表示を求める権利がある
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検討が行われる際は国際的な状況の配慮も必要

• 用途名併記
– 日本では8用途の併記が義務付けられている。

– CODEX、EUでは20用途以上の併記を義務付けている。

– 米国では5用途にとどまっている。

• 一括名
– 日本では14種類の一括名が許されている。

– CODEX、EUでは香料・加工でんぷん・ガムベースのみ一括名が

許されている。

– 米国では香辛料・天然香料・合成香料、ガムベース、認証義務
のない合成色素について一括名が許されている。

• 記載順序
– 日本では食品と添加物とを区分してそれぞれにつき重量順だ
が、これは国際的には特殊な制度である。
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